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り
、
壊
滅
的
状
況
と
な
り
、

地
震
・
津
波
・
火
事
・
原
発

事
故
の
４
重
苦
の
中
、
県
の

「
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
支
援
な
ど
を
受
け
、

10
店
舗
で
構
成
す
る
仮
設
商

店
街
を
被
災
半
年
後
の

９
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
も
の
で
す
。

２
日
目
、
海
と
魚
の

フ
ー
ド
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
い
わ
き
・
ら
・
ら
・

ミ
ュ
ウ
」
に
行
き
ま
し

た
。
被
災
前
に
は
、
来

館
者
が
年
間
２
３
０
万

人
を
超
え
る
賑
わ
い
で

し
た
。

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、

放
射
能
に
よ
る
風
評
被
害
の

払
拭
な
ど
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
復
興
計
画
に
基
づ
き
、

昨
年
11
月
25
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で

す
。

（
石
井
）

初
日
は
福
島
県
い
わ
き
合

同
庁
舎
に
て
、
県
職
員
よ
り

「
福
島
県
復
興
計
画
」
の
基

本
理
念
「
原
子
力
に
依
存
し

な
い
、
安
全
・
安
心
で
持
続

可
能
な
社
会
作
り
」
に
基
づ

い
て
、
現
在
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
す
す
め
て
い
る
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
具
体
的
取
り

組
み
や
主
要
事
業
に
つ
い
て
、

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
い
わ
き
市
の
最

北
端
に
位
置
す
る
港
町
、
久

之
浜
町
の
仮
設
商
店
街
「
浜

風
商
店
街
」
を
視
察
し
ま
し

た
。こ

の
商
店
街
は
震
災
に
よ

福島県いわき市合同庁舎前

東
日
本
大
震
災
で
被
災
後
、
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も

復
興
計
画
に
基
づ
き
、
様
々
な
復
興
の
取
り
組
み
を
展
開

10
月
3
・
4
日
に
福
島
県
い
わ
き
市
へ
東

日
本
大
震
災
後
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

指
し
ま
し
た
。

事
業
は
、
筑
波
大
学
と
の

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施

し
、
身
体
の
計
測
デ
ー
タ
を

も
と
に
一
人
ひ
と
り
の
運
動

メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
効
果
的

に
筋
力
強
化
で
き
る
科
学
的

な
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

２
年
間
の
教
室
参
加
者

と
非
参
加
者
の
一
人
当
た

り
医
療
費
の
増
加
額
の
比

較
で
、
非
参
加
者
９
万
５

６
１
４
円
に
対
し
、
参
加

者
は
２
万
３
４
４
９
円

（
７
万
２
６
１
５
円
削
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

三
郷
市
の
高
齢
者
見
守

り
拠
点
「
ほ
っ
と
サ
ロ

ン
・
い
き
い
き
」
は
マ
ン

モ
ス
団
地
の
「
み
さ
と
団

地
」
内
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
団
地
は
、
高
齢
化

率
が
約
25
％
。
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
多
く
、
自
治

会
加
入
率
が
非
常
に
低
い
の

で
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

に
大
き
な
不
安
要
素
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
ふ
れ

あ
い
交
流
と
見
守
り
活
動
の

拠
点
施
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

（
稲
垣
）

茨
城
県
鉾
田
市
の
健
康
増

進
施
設
「
と
っ
ぷ
・
さ
ん
て

大
洋
」
を
視
察
研
修
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
平
成
４
年

に
旧
大
洋
村
（
人
口
１
万

１
２
０
０
人
）
が
高
齢
化
率

26
％
と
す
す
ん
だ
と
き
、
石

津
村
長
が
、
村
づ
く
り
の
基

本
理
念
を
「
健
康
」
に
お
き
、

心
身
の
健
康
と
右
肩
上
が
り

の
医
療
費
抑
制
に
よ
る
行
政

コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
し
開

設
し
た
も
の
で
す
。

当
時
は
健
康
に
関
す
る
各

自
治
体
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

「
保
健
」
と
「
衛
生
」
で
し

た
が
、
大
洋
村
は
全
国
に
先

駆
け
て
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
」
を
導
入
し
、
筋
力
強

化
で
寝
た
き
り
の
原
因
と
な

る
転
倒
や
骨
折
の
防
止
と
体

力
年
齢
の
10
歳
若
返
り
を
目

と
っ
ぷ
さ
ん
て
大
洋
の
プ
ー
ル
施
設

体
力
年
齢
の
10
歳
若
返
り
と
医
療
費
の
抑
制

10
月
24
日
に
茨
城
県
鉾ほ

こ

田
市

た

し

の
健
康
増
進

施
設
を
、
25
日
に
埼
玉
県
三
郷
市
の
高
齢

者
見
守
り
拠
点
を
視
察
し
ま
し
た
。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会



11
月
５
日
、
６
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
調
査

ま
し
た
。

﹇
11
月
５
日
開
催
﹈

町
の
補
助
団
体
で
あ
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
会
員
か
ら
町
に
対
し

て
、
運
営
改
善
指
導
を
し
て

ほ
し
い
等
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
９
月
議
会
で
、
２
人

の
議
員
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
て
一

般
質
問
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
か
ら
多
く
の

議
員
が
、
不
特
定
多
数
の
会

員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
声
を
耳

に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本

委
員
会
と
し
て
取
り
上
げ
る

べ
き
テ
ー
マ
と
考
え
、

参
考
人
の
出
席
を
求
め

る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に

先
立
ち
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

内
容
は
、
町
の
補
助

金
、
埼
玉
県
及
び
い
き

膠
着
状
態
に
あ
る
高
倉
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
期
更
新

施
設
に
つ
い
て
、
２
度
に
わ

た
り
調
査
し
ま
し
た
。

９
月
16
日
に
は
、
担
当
課

よ
り
取
組
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

候
補
地
で
あ
る
満
願
寺
檀

家
の
方
は
、
対
策
協
議
会
に

対
す
る
不
信
・
不
満
、
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の

心
配
、
宗
教
法
人
の
所
有
地

で
あ
る
こ
と
が
主
な
反
対
理

由
と
の
こ
と
で
し
た
。
協
議

の
結
果
、「
対
策
協
議
会
の

会
長
は
辞
任
す
べ
き
」
と
の

結
論
に
至
り
閉
会
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
に
は
、
対
策
協

議
会
の
解
散
に
つ
い
て
森
委

員
か
ら
経
緯
の
報
告
、
つ
づ

い
て
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ

総
務
産
業
常
任
委
員
会

高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

次
期
更
新
施
設

進
捗
状
況
は

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

た
埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

議
会
全
員
協
議
会
の
内
容
に

つ
い
て
、
小
鷹
委
員
か
ら
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
、
町
執
行
部
の
今
後

の
予
定
等
を
生
活
環
境
課
長

か
ら
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑

応
答
を
経
て
討
議
を
行
い
ま

し
た
。

「
県
道
東
松
山
越
生
線
歩

道
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
」
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

（
石
井
）

い
き
埼
玉
巡
回
指
導
時
に
お

け
る
指
導
事
項
、
町
に
届
い

た
会
員
か
ら
の
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
改

善
」
に
関
す
る
要
望
書
等
を

調
査
し
ま
し
た
。

﹇
11
月
６
日
開
催
﹈

理
事
長
、
副
理
事
長
、
事

務
局
長
の
出
席
を
求
め
開
催

し
ま
し
た
。
最
初
に
、
予
め

お
知
ら
せ
し
た
本
委
員
会
か

ら
の
質
問
状
に
対
す
る
回
答

を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
回
答
に
関
す
る

委
員
か
ら
の
質
疑
を
重
ね
、

ま
た
何
項
目
か
の
要
請
を
し

ま
し
た
。
理
事
長
他
の
皆
さ

ん
か
ら
丁
寧
で
真
摯
な
説
明

と
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
今
後
の
対
応

と
し
て
、
町
長
宛
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題
等

３
項
目
に
つ
い
て
、
改
善
対

策
を
講
じ
る
よ
う
12
月
７
日

に
「
意
見
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

（
稲
垣
）

比
企
郡
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
正
副
議
長
・
議
会
事

務
局
対
象
の
研
修
会
が
あ
り

ま
し
た
。
地
方
自
治
法
の
議

会
に
関
わ
る
部
分
が
改
正
さ
れ
、

そ
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

■
定
例
会
、
臨
時
会
の
区
分

な
し
に
通
年
の
会
期
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
議
長
等
の
臨
時
会
請
求
を

長
が
招
集
し
な
い
と
き
は
、

議
長
が
招
集
で
き
ま
す
。

■
本
会
議
に
お
い
て
も
公
聴

会
の
開
催
、
参
考
人
の
招
致

が
で
き
ま
す
。

■
政
務
調
査
費
か
ら
政
務
活

動
費
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

経
費
の
範
囲
を
条
例
に
定
め
、

議
長
は
使
途
の
透
明
性
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

■
専
決
処
分
か
ら
副
知
事
・

副
市
町
村
長
の
選
任
が
除
外

さ
れ
ま
す
。

す
で
に
9
月
5
日
に
公
布

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
議
会
運

営
に
関
す
る
こ
と
は
h
で
き

る
f
と
し
た
も
の
が
多
く
、

実
際
に
す
る
か
ど
う
か
は
議

会
ご
と
に
検
討
が
必
要
で
す
。

政
務
活
動
費
は
、
使
途
の
範

囲
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
議
会
ご
と
に
条
例

化
し
、
公
布
後
6
ヶ
月
以
内
に

施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鳩
山
町
議
会
に
お
い
て
も

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協

議
会
に
て
、
早
々
に
検
討
・

協
議
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

議
長
の
招
集
権
、
専
決
処

分
に
関
し
て
は
、
鹿
児
島
県

阿
久
根
市
で
の
市
長
が
議
会

を
開
催
し
な
か
っ
た
事
例
が

あ
り
、
改
善
さ
れ
た
そ
う
で

す
。議

会
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
今
後

も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

（
野
田
）
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道
路
の
現
地
調
査

設
立
20
周
年
記
念
誌
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企
業
誘
致
に
伴
う

県
道
拡
幅
工
事
が
完
了

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
運
営
状
況
を
調
査

ま
め
ま
め
コ
ラ
ム

地
方
自
治
法
の

議
会
に
関
わ
る
部
分
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た

変
更
の
主
な
も
の
は
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